
　　




ご企画 ◆ 杉山 登志郎　先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座　特任教授 ◆　　　　　　


中島　俊思　先生：浜松医科大学子どものこころの発達研究センター 特任助教


田中　康雄　先生：北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター 教授


野村　和代　先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座 特任助教


森　　則夫　先生：浜松医科大学精神神経医学講座 教授


高井　義文　先生：国立病院機構天竜病院児童精神科 臨床心理士


土屋　賢治　先生：浜松医科大学子どものこころの発達研究センター  特任准教授





講師ご紹介       
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�
日　程�
時　　間�
　　　　テ 　ー 　マ�
講　師（敬称略）�
�
�
7月


2日


（土）�
13:00～14:10�
児童生徒の大規模縦断研究で分かったこと�
中島　俊思�
�
�
�
14:10～15:40�
つながること：発達障害の二次障害を予防する�
田中　康雄�
�
�
�
15:50～17:00�
自閉症二次障害の予防とケア


（強度行動障害を作らないために）�
野村　和代�
�
�
7月


3日


（日）�
  9:00～10:10�
子どものARMS （At risk mental state）


 ：精神病への早期発見と介入�
森　　則夫�
�
�
�
10:20～11:50�
発達障害と精神疾患の鑑別と早期治療�
杉山　登志郎�
�
�
�
13:00～14:00�
児童青年期の入院治療


：不適応を成人期に残さないために�
高井　義文�
�
�
�
14:10～15:00�
乳児期からの介入：バースコホートで分かったこと�
土屋　賢治�
�
�
�
15:00～16:00�
◇ シ ン ポ ジ ウ ム ◇�
講師全員�
�
　　　　　※　時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。














2011年度 地方講座1（浜松）





この度、明治安田こころの健康財団主催の講座を初めて浜松で開催します。統一したテーマは早期介入です。


発達障害、情緒障害、そして精神病圏の問題まで、早期の介入によってその病態を著しく軽くできることが、徐々に明らかになってきました。またコホートスタディーによって、様々な問題の早期兆候について、理解が進んできています。さらには二次的な障害を防ぐ手立てについても研究が進んできました。


この講座では、これらの新しい知識と臨床の成果をまとめ、発達障害や精神科疾患の予防と早期介入について、考えてみたいと思います。


【浜松医科大学児童青年期精神医学講座　杉山　登志郎 】














期　　日：２０１１年 7月 ２日（土）～ 3日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、


ならびに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方　　　　　　　　　　


定　　員：１５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込）　※昼食・宿泊等は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団　　　　　03－3986－7021


会　　場：浜松商工会議所会館１階 マイカホール


静岡県浜松市中区東伊場2－7－１ 


●JR浜松駅前バスターミナル５番乗場より〔宇布見山崎線/商工会議所下車〕10分


          　　　　　　　　　　　　　　　　（※詳細地図は受講証に添付いたします）

















